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１．エピジェネティクス、あるいはエピゲノムとは 

エピジェネティクスとは、遺伝子の発現を制御している仕組みのことで、DNAの塩基配列を変えること

なく個々の細胞の機能を操作する、言わば“遺伝情報の ON・OFF スイッチ”である1。ヒトにおいては、

その働きは胎内で成長する（細胞が分裂する）時から始まっている。すべての細胞の中には全く同じ DNA

が存在するにもかかわらず、それぞれが皮膚細胞、神経細胞、腸細胞など異なる機能を発揮できているのは、

この制御が働いているためである2。エピジェネティクスは、出生後も生活習慣やストレス等の環境要因や老

化の影響を受けて随時変化していく。生物が様々な環境の変化に柔軟に対応できるよう、細胞の機能を調整

するために備えている機構と言え、例えば、同一の DNA を持つ一卵性双生児であっても、外見や体質は全

く同一ではないという多様性は、このエピジェネティクスの働きによってもたらされる3。 

その正体は、DNAのメチル化4やヒスト

ンのメチル化5、アセチル化6に代表される

化学装飾である（≪図表 1≫参照）。特に

解明が進んでいるのが DNA メチル化と

ヒストンのメチル化で、体が受けた刺激

への応答として化学装飾が変化、蓄積さ

れていった結果、メチル化異常が正常細

胞をがん細胞化するケースも確認されて

いる。反対に、生活習慣を改めたことで

体調や病状が改善した時には、この化学

装飾が変化して細胞の働きが正常化され

ている可能性がある。この制御機構や制

御情報の総体をエピゲノム7と呼び、近年、

エピゲノム解析により、疾病への罹患の

有無や進行状況を診断するバイオマーカ

ーを開発しようという研究と、疾病の原

因となる化学装飾を脱着・抑制する新た

な治療法を開発しようという研究が盛ん

に行われている8。医療分野等でのエピゲ

ノムの研究動向や活用可能性については、

また別の機会に報告したい。 

ゲノムだけでは決まらない生命の仕組み“エピゲノム”と 
その保険分野での活用の是非 

例えば、遺伝子検査で「●●がんに罹患するリスクが高い」と判定されたとして、その性質を持ちながらも実

際に発症する人、しない人がいるのはなぜだろうか。それは、DNAに収められた遺伝情報のはたらきを制御

する“エピジェネティクス”が生物に備わっているためである。本稿では、あらゆる生命現象を解明するため

の領域として研究が盛んになりつつある“エピジェネティクス”あるいは“エピゲノム”と、その保険分野で

の活用可能性に関する議論について報告したい。 

≪図表 1≫エピジェネティクスの概念図 
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２．保険分野におけるエピゲノム解析活用の是非 ～米国 YouSuranceの事例から～ 

エピゲノム解析により把握される個人の生活習慣や健康状態を保険のアンダーライティングに利用しよう

という動きが早くも見られる。米国の GWG ホールディングス9が設立した MGA10 “YouSurance”では、

将来的にエピゲノム解析を引受時の診査に導入することを目指し、現在、生命保険の申込人に唾液採取キッ

トを配布して、エピゲノムに基づく簡易健康診断を行うサービスを提供している11。エピゲノム解析を用い

ることにより、伝統的な生命保険の引受けプロセスの弱点とも言うべき診査期間の短縮12や申込人の虚偽告

知の排除を実現できるという。さらに、細胞の老化の進行度合いを測ることで、実年齢とは異なる“細胞年

齢（エピゲノム年齢）”を割り出し、個々人の死亡率の予測の精緻化に活用するという（≪図表 2≫参照）。 

さて、こうした新たな保険引受は是認されるものなのだろうか。米国では、差別防止の観点から“遺伝情

報”を健康保険の引受に利用することは全州で、生命保険等の引受に利用することは一部の州で法的に禁じ

られている13。これを踏まえ、YouSuranceの CEOは「生涯変えることのできない“遺伝情報”に基づいて

引受け判断を行うものではなく、個人のライフスタイルを反映した“遺伝情報の発現の仕方”によってのみ

行うものである」14と、先行するゲノム解析とエピゲノム解析は異なる旨主張している。 

 

 

≪図表 2≫YouSuranceのエピゲノム解析サービスと将来像 

YouSurance では、カリフォルニア大学ロサンゼルス校の Horvath 博士らが開発したエピゲノム解析手法の

生命保険分野での独占的利用権を獲得し、現在、DNAメチル化の様態から下記 3項目の解析が可能という。生

活習慣等が科学的に明らかにされることから、解析結果を保険引受けに利用する場合には、健康的な生活習慣

を送る申込人ほど受検に前向きになると考えられ、YouSurance では優良体の見込み客を多く集める MGAとし

て保険会社との取引拡大を目指すとともに、実年齢よりも若い細胞年齢と判定された特に優良体の申込人に対

しては、割安な保険料を提示していきたいとしている。 

項目 エピゲノム解析に基づく判定 YouSuranceが精緻化、改善を狙う点 

１．喫煙習慣 ① 喫煙習慣がある 

② 禁煙してから日が浅い 

③ 長らく禁煙している 

④ 喫煙したことがない 

一般的に血液検査や尿検査が用いられるが、判別に用いられる

コチニン※は代謝が早く、喫煙者でも数日禁煙すれば検査結果

に表れないため、保険会社が悪意ある喫煙者をリスクに見合わ

ない非喫煙者として引受けざるを得ないケースが生じている。 

２．飲酒習慣 ① 過剰なアルコール摂取が認められる 

② 適度な飲酒習慣がある 

③ ほとんど・まったく飲酒しない 

申込人の自己申告からの情報収集が一般的であり、客観的な評

価が難しかった。 

３．細胞年齢 実年齢とは別に、細胞の老化の進行度合

いを「細胞年齢（エピゲノム年齢）」と

して判定。 

従前より、申込人の契約時の実年齢から保険料を計算する方法

が取られており、身体の老化の進行状況の個人差を加味するこ

とはできていなかった。 

＜被検者（申込人）に提供される結果報告レポート＞ 

 

※煙草に含有されるニコチンが体内で代謝され生成される物質。ニコ

チンと比較して体内への残留時間が長いため、喫煙検査で利用されて

いる。 

 

（出典）YouSuranceウェブサイト、YouSurance “the future 

of life insurance -WHITE PAPER PART TWO-”, Sept. 2018、

Brian H. Chen, et al., “DNA methylation-based measures of 

biological age: meta-analysis predicting time to death.”, 

AGING Vol.8 No.9, 2016 等 
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しかし、一部の学者からは、エピゲノム解析は非常に新しい分野ゆえに、米国内に限らず諸外国の法規で

も保険分野での利用について扱いを明文化しているものはまだ無く、現状では“遺伝情報”への該非が明確

になっていないとの指摘がある15。エピゲノムは当人の置かれた環境や生活習慣等を反映して変化していく

ものではあるが、検査時点のエピゲノムの様態が後天的に獲得されたものなのか否かを判別することは困難

であり、後者であれば“遺伝情報”に該当する可能性は拭えないというのである。この点が明確にならない

限り、YouSurance の目指す保険引受には、遺伝情報を用いた不公平な取扱いであるとの批判が付きまとう

ことになる。 

エピゲノムの環境への応答は胎児期から始まっているため、DOHaD 説が当てはまるケースの取扱いは特

にこうした議論を呼ぶ可能性があると考えられる。DOHaD 説とは、胎児期および新生児期が生後の健康や

疾病の罹患を規定するという概念である。例えば、低栄養状態にある母親の胎児は、自身が置かれた環境に

適応すべく、生存のために、少ない栄養を効率よく利用できるよう身体の代謝を“倹約型”にするエピジェ

ネティクスを形成していく16。その結果、出生後に十分な栄養を与えられると、メタボリックリンドローム

や糖尿病などのいわゆる“成人病”を発症しやすくなってしまうのである17。このような経緯を持つ人をエ

ピゲノム解析によってリスクが高いと判定することは、自身ではコントロールのしようのない胎児期の経験

によって保険料や引受けの可否が変わる仕組みを作ることになる。これを“遺伝情報”と呼ぶべきか否か、

その線引きは契約者の納得感も含めて非常に難しいものになるだろう。学者らは急速に進歩する生命科学が

もたらした新たな情報の取扱いについて早急に議論が行われるべきだと訴えている18。 

 

３．おわりに 

全遺伝情報であるゲノムの解析は個々人が生まれ持った性質を明らかにするが、エピゲノムの解明が進め

ば、その性質が実際に疾病や体調の変化として現れているのか、現れやすい状況にあるかまで解析可能にな

っていく。生命の仕組みの解明が進むことで、生命保険や医療保険の在り方も変わっていく可能性がある。

最新技術に法規制が追いつかないのは常ではあるが、生命科学の進展とその利用規制に関わる動向は引き続

き注視する必要があるだろう。                     【副主任研究員 新添 麻衣】 
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